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新入社員、新配属の方への教育のススメ 
新しく入社された方、また、新しい部署へ配属された方は、最初に仕事を把握する 
事が大変だと思います。そんな時当社の小冊子をぜひご活用ください！ご要望に 
応じて小冊子を用いた出張セミナーも承ります。詳しくは下記ＵＲＬ、右記ＱＲコード 
からもご覧いただけます。 
https://www.knights.jp/bkform.html 

 2023 年 2 月 6 日に中央環境審議会水環境・土壌農薬部会陸域環境基準専門委員会が開催され、

「水質汚濁に係る生活環境の保全に関する環境基準の水域類型の指定の見直しについて」検討が

行われました。 

 環境基準に係る水域及び地域の指定の事務に関する政令（平成 5 年政令第 371 号）に基づき、

政府が類型指定を行うとされている水域は、47 水域（陸域 37 水域、海域 10 水域）となっています。

これまで既に類型指定されている水域のうち、暫定目標の期限が 2022 年度末で、見直しが必要な

水域である、渡良瀬貯水池（谷中湖)及び荒川貯水池（彩湖）について、環境基準の水域類型の

指定(類型指定)及び暫定目標の案が提出されました。 

 上記案では、水域類型については両水域で変更なしとされています。暫定目標は、渡良瀬貯水池

(谷中湖)について COD が 5.5mg/L から 5.2mg/L に、全窒素が 1.0mg/L から 0.93mg/L に、全燐は

0.078mg/Lから 0.065mg/Lとされています。同様に、荒川貯水池(彩湖)については、CODが 3.7mg/L

のまま据え置きとされています。なお、全燐については一律基準(0.03 mg/L)となります。全窒素に

ついては適用除外の為、基準値は設定されていません。また、暫定目標の目標年度は 5 年後の

2027 年度です。 

 

当社では、河川、湖沼等の公共用水域における分析に加え、多くの排水項目の分析についても

長年の実績があり、短納期での対応が可能です。是非一度ご相談下さい。 

 

 

資料 2023 年 2 月 6 日付 環境省 陸域環境基準専門委員会（第 18 回）議事次第・配付資料 

 

環境検査箇所 武井友宏

 

 

水質汚濁に係る環境基準における水域類型指定の見直しについて

https://www.knights.jp/ana/water/drain_index.html
https://www.env.go.jp/council/09water/page_00533.html
https://www.knights.co.jp
https://www.knights.jp/mailform.html
https://www.knights.jp/bkform.html

